
みなみの苑（1）令和 5年 7月 1日

令和５年度を迎え

お花見の季節がやってきました。お花見の季節がやってきました。
例年より少し早い開花でしたが、今年も利用者様とお花見を例年より少し早い開花でしたが、今年も利用者様とお花見を
楽しむことが出来ました。楽しむことが出来ました。

　皆様には、日頃より施設運営の方針に、多大なるご理解とご支援、ご協力を賜り心から感謝致します。
　昨年度は、新型コロナウィルスのクラスター発生により、ご入所者様やショートステイ・デイサービスご利用
者様、ご家族様に大変なご心配とご不便をお掛けしました。職員一同、感染症の終息に取り組み、２月のクラス
ター発生を最後にコロナの発生はなく、新年度を迎えることが出来ました。コロナワクチン
も６回目になり、感染症法上の分類も５類に引き下げられ、社会の感染症対策は緩和傾向で
すが、国や厚労省から完全な終息宣言はありません。みなみの苑ではご入所者様の皆様の安
全確保の為、引き続き感染症対策を実施しております。窓越し面会の状況が続き、ご家族の
皆様には、ご不便をお掛け致しますが、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。
　今年度も介護職員を中心に各部署が一丸となり、感染対策と継続する状況下でも普段と変
わらない穏やかな生活を送っていただけるよう、日々の中でも行事等の楽しみを増やしてい
けるように職員一同、力を合わせ努力してまいります。
　今後とも、ご家族の皆様、関係者各位、地域の皆様には更なるご理解、ご協力を心より
よろしくお願い申し上げます。
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感染症が続き、利用者様も職員も疲労困憊でしたがこんな事
で負けてはいられないと、お楽しみ会を開催しました。相撲、
大玉送り、ゲームを大笑いの中、開催しました。

お楽しみ会

父の日
2023.6.18

お母さん、いつもありがとうございます。
沢山の笑顔に助けてもらっています。

感染症を笑って吹き飛ばせ！

お父さん、いつもありがとう
優しく温かく見守って頂き
ありがとうございます。
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勤続10年、15年表彰がありました。インタビューに答えて頂きました。
質問！①一番楽しかったことは？？　　　②今後の抱負は？？

① 入所者様、ご家族様、
職員、地域の方と上
手くお話出来たとき
が一番楽しい。
② 感染症対応の制限が
介助されたら施設行
事やボランティア活
動の受入に力を入れ
ていきたい。

① 納涼祭やクリスマス
会に参加できたこ
と。また再開したら
参加したい。
② 健康に気を使い、で
きることをやる！

コロナ禍に入ってから施設内研修を自粛していた為、約 3 年半振りに勉強会の
開催となりました。株式会社光洋の梅田さつき先生による適切なオムツの当て方
を教えて頂きました。利用者側、介護者側になり、適切なオムツの当て方を習得しました。

　 4 月24日、「日本に在留資格を持ちながら働いて
いる外国人」を研究対象とした卒業論文に取り組む
大学生からインタビュー調査の依頼を受け山田相談
課長が対応しました。

　お忙しい所対応して頂きありがとうござい
ました。研究材料として大変役立つ情報を収
集することができました。

① 初めは不慣れだった
が仕事を覚えて楽し
くなった。入所者様
や職員と話をしてい
る時が楽しい。

② 現状維持でがんばっ
ていきたい。

① 利用者様とレクや外
出をしたこと。また
外出レクを再開した
い。

② 利用者様に季節ごと
の行事や日々の些細
な事でも楽しい時間
を提供したい。

職員表彰

勤続15年

勤続10年

勤続15年

勤続10年

相談課長　山田 研介

経理課長　落合 洋行 介護課副主任　貞方 美沙季

清掃担当　青木 由宣

インタビュー依頼インタビュー依頼

東京女子大学
現代教養学部

国際社会学科 4年

友常 純さん

適切な排泄
介助方法
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広報委員　中山　真士・柴田　寿人・塚原　龍輝・吹井　誠・和野　麗

編 集 後 記
　みなみの苑では、以前と同様に感染対策に力を入れながら沢山の行事を行う予定です。
まだ制限がありますが、少しずつ出来る事が増えている事、利用者様の楽しく過ごしてい
るご様子をお伝えできるよう、頑張ります！ （広報委員長：中山）

令和 4年度決算を下記のとおりご報告申し上げます。（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月31日）

貸借対照表
 （単位：千円）

資産の部 負債の部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額
流動資産 1,149,244 流動負債 130,479
固定資産 2,896,866 固定負債 496,168

（基本財産） 655,994 負債の部
合計 626,647

（その他の
固定資産） 2,240,872 純資産の部

基本金 399,653
国庫補助金特
別積立金他 621,595

次期繰越活
動収支差額 2,398,215

純資産の部合計 3,419,463
資産の部
合計 4,046,110 負債及び純資産合計 4,046,110

減価償却
累計額 2,175,282

資金収支決算内訳表
 （単位：千円）

勘定科目 当期

経
常
活
動
に

よ
る
収
支

事業活動収入計 1,648,398
事業活動支出計 1,416,445
事業活動資金収支

差額 231,953

施
設
整
備
等
に

よ
る
収
支

施設整備等補助金収入 13,800
施設整備資金
借入金収入 0

設備資金借入金
元金償還支出 41,110

固定資産取得支出等 85,895
施設整備等収支差額 ‒113,205

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

その他の活動収入 221,068
積立資産支出 1,275
その他の活動支出 221,068
財務活動等資金
収支差額 ‒1,275

当期資金収支差額合計 117,473

事業活動収支内訳計算書
 （単位：千円）

勘定科目 本年度決算額
サ
ー
ビ
ス
活

動
増
減
の
部

サービス活動収益 1,637,983
サービス活動費用 1,508,824
サービス活動増減差額 129,159

サ
ー
ビ
ス
活
動

外
増
減
の
部

サービス活動外収益 10,414
サービス活動外費用 2,385
サービス活動外増減差額 8,029
経常増減差額 137,188

特
別
増
減

の
部

特別収益 13,800
特別費用 14,182

特別増減差額 ‒382
当期活動増減差額 136,806

繰
越
活
動
増
減

差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 2,262,783
当期末繰越活動増減差額 2,399,589
その他の積立金取崩額 0
その他の積立金積立額 1,374
次期繰越活動増減差額 2,398,215

皆さんとお花見に行きました。
「きれいな桜を見ることができてうれしい」と桜を眺めました。

感染予防の為、中止していたカラオケが再開しました！
長い間、歌っていなかったとは思えない素敵な歌声です！！

お花見

デイサービス


